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【テーマ４ 地域コミュニティの強化の発表】 

 

 

はい。地域コミュニティの担当をしました、遠藤智栄と申します。よろしくお願い致します。 

3グループの皆さんが、喧々諤々いろいろ話し合いしていただきました。 

 

まず 1グループの皆さんですね、30年後にはこうなっていたい、というビジョンとしては、まずひとつ

が若い人の意見を聞いてイベントを企画出来ていると。 

ふたつめは地域内に働く場所。働く場所というのが、会社でもあるし、町内会、所謂社会の中で働くと

いう意味の町内会も入っているということでした。 

 

まず若い人の意見を聞いてイベントを企画する取り組みとしては、ICTやSNSを若者がシニアに教える。

そしてもうひとつ、Web 上で地域コミュニティの紹介や宣伝をすると。ご参加者のメンバーの中からは

早速若者から SNSを習いたい、そんな機会があったらいいなと、生の声がありました。 

地域内に働く場所をつくるということについては、地域企業と連携して進めていく。盆踊りやお祭りの

時に、色んな方々に来ていただきたいということで、交流を図っていくということが話し合われました。 

 

続きまして 2グループとしては、30年後の仙台ということでどんなビジョンがあるかと言うと、市民各

自が統治者意識を持って、自主的な街づくりに参画している社会。そういった社会になっていると。 

その為にやることとしては、自分から参画したいと思えるような場を作る。自分からという所がポイン

トですね。 

続いて、話し合いで決まったことを実際に具現化する為のセンターを作る。例えば、コミュニティデザ

インセンターという名前がいいんじゃないかというご提案もありました。 

こちらの 2グループのメンバーからは、私たちのグループはもうひとつの団体みたいな感じですよ、と。

30年後も活躍する若者もいるし、人生経験豊富な事務局長もいるということで、とってもまとまってお

話しをしてくださいました。 

 

最後の 3 グループの皆さんですね。皆さんのビジョンとしては、地域の困っている情報がすぐ伝わる仙

台。そして助けの必要な人が声を上げられる地域に 30年後はなっていると。 

その為にペーパー＋メールやLINEですね。こういった ITも活用しての情報共有が必要だということと、

まず１回集まろうぜと、地域で集まろうぜというところが具体的な提案として挙げられました。 

 

以上です。 
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